
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会に向けて、リレーを楽しんでいる子どもたち。負けると悔し泣きをしたり、「もうしたくな

い…」と落ち込んだりする姿も見られますが、2回戦をするまでには、気持ちを切り替えて、全力

で走り抜けている子どもたちです。 

まだまだ、「友だちと気持ちを合わせて走る」ということが難しく、転びそうになったり、走っ

ている途中にゴムひもが抜けてしまったり…とハプニングもありますが、友だちと肩を組んで楽し

そうに走っています。 

まずは、「友だちと足を合わせて歩く」所から始めていき、「徐々に駆け足で」「声を掛け合って

走る」と段階を踏んで進めていけたらと思います。 

「二人三脚」を通して、勝ち負けだけではなく、「相手に合わせる」ことの協調性や、相手を思

いやる心が育ってほしいです。また、様々な友だちとペアで行い、力を合わせてゴールをめざし、

より信頼関係が深まっていけたらと思います！ 

4月初め、園庭で遊んでいる時に、友だちと肩を組んで走っている姿がありました。足はバラバ

ラでしたが、「二人三脚…！？」しているみたいに見えたので、遊戯室で遊ぶ時間がある時に、子ど

もたちに「二人三脚してみない？！」と提案してみました。見本として、保育者がして見せると

「え～むずかしそう！」と言いながらも「やりたーい！」と興味を持った子どもたち。何回かして

いるうちに「運動会でお母さんとしたい！」という声が聞かれたので、運動会の親子競技では「二

人三脚」をします！ 


